
提

出

者

中

根

康

浩

平
成
十
七
年
一
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

一

〇

号

社
会
保
険
庁
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

10



社
会
保
険
庁
改
革
に
関
す
る
質
問
主
意
書

社
会
保
険
庁
を
巡
る
業
者
と
の
汚
職
事
件
、
癒
着
、
監
修
料
問
題
、
年
金
保
険
料
の
無
駄
遣
い
な
ど
、
一
連
の
不
祥
事
に
よ

り
公
的
年
金
制
度
へ
の
信
頼
感
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
制
度
へ
の
国
民
か
ら
の
信
用
を
回
復
す
る
た
め
に
、

目
に
見
え
る
具
体
的
改
革
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
村

瀬
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
改
革
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
切
で
も
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

村
瀬
長
官
就
任
以
後
、
国
民
か
ら
登
用
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

（
�
）

社
会
保
険
庁
改
革
推
進
本
部
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
シ
ス
テ
ム
改
革
担
当
）
の
報
酬
を
受
け
取
る
非
常
勤
職
員

に
就
任
し
た
成
生
直
隆
氏
は
、
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
出
身

で
あ
る
。
社
会
保
険
庁
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
間
に
は
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
「
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ
通
信
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
」
な
ど
、
八
二
四
億
八
六
一
六
万
二
千
円
の
随
意
契
約
に
よ
り
年
金
保
険
料
を
財
源
と

し
て
の
取
引
関
係
が
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
度
上
半
期
に
お
い
て
も
「
社
会
保
険
庁
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
操
作
説
明

書
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
作
成
」
な
ど
、
五
〇
億
七
三
二
一
万
九
千
円
の
随
意
契
約
を
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
行
っ
て
い

一



る
。
更
に
、
社
会
保
険
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
は
「
契
約
外
業
務
」
に
一
〇
六
億
円

の
保
険
料
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
に
支
払
わ
れ
て
も
い
た
。
加
え
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
株
式
会
社

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
随
意
契
約
に
て
「
健
康
管
理
手
帳
」
な
ど
の
購
入
に
年
金
保
険
料
を
財

源
と
し
て
、
約
八
億
五
五
五
〇
万
円
と
い
う
取
引
関
係
に
も
あ
る
。
な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
グ
ル
ー
プ
と
社
会
保
険
庁

職
員
と
の
間
に
は
監
修
料
授
受
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
濃
密
な
関
係
に
あ
り
癒
着
と
も
疑
わ
れ
る
よ
う
な
随
意
契
約
相
手
先
で
あ
る
会
社
の
出
身
者
が
、
国

民
か
ら
期
待
さ
れ
る
社
会
保
険
庁
改
革
の
担
当
者
と
し
て
、
真
に
適
切
で
あ
る
と
い
え
る
か
、
政
府
の
見
解
を
答
弁
さ

れ
た
い
。

（
�
）

社
会
保
険
庁
改
革
推
進
本
部
シ
ニ
ア
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
シ
ス
テ
ム
改
革
担
当
）
の
報
酬
を
受
け
取
る
非
常
勤
職
員

に
就
任
し
た
、
中
向
哲
夫
氏
は
、
株
式
会
社

日
立
製
作
所
情
報
・
通
信
グ
ル
ー
プ
公
共
シ
ス
テ
ム
事
業
部
公
共
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
長
付
出
身
で
あ
り
、
ま
た
、
同
出
身
の
金
尾
仁
氏
も
報
酬
を
受
け
取
る
非
常
勤
職
員
で
あ
る
社
会

保
険
庁
改
革
推
進
本
部
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
（
サ
ー
ビ
ス
向
上
改
革
担
当
）
に
就
任
し
た
。

両
氏
出
身
の
株
式
会
社

日
立
製
作
所
と
社
会
保
険
庁
と
は
、
平
成
十
五
年
度
に
お
い
て
「
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
型
電
子
計

二



算
組
織
用
装
置
の
賃
貸
借
」
な
ど
、
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
一
四
三
億
五
一
六
〇
万
七
千
円
の
随
意
契
約
を
、
ま

た
十
六
年
度
上
半
期
に
お
い
て
も
「
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
修
正
／
新
規
作
成
、
作
業
費
」
な
ど
と
し
て
、
一

二
億
四
七
六
六
万
二
千
円
の
随
意
契
約
を
、
同
じ
く
年
金
保
険
料
を
財
源
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
濃
密
な
関
係
に
あ
る
企
業
出
身
者
が
社
会
保
険
庁
改
革
の
担
当
者
と
し
て
真
に
適
切
で
あ
る
か
ど
う

か
、
政
府
の
見
解
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


